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繁殖和牛の採卵成績を向上させる多排卵処理開始前の処置 

［要約］多排卵処理開始前に、発情に伴う排卵直後のタイミングで子宮内にヨード剤を注入するこ

とにより子宮内環境を改善し、ホルモン剤投与による卵胞波調節と腟内留置型プロジェステロン製

剤を併用することで採卵成績の向上が期待される。 
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［背景・ねらい］ 

高能力な繁殖和牛から受精卵を効率的に採取することが求められており、また、加齢等が原因

で受精卵の採取が難しくなった繁殖和牛の後継牛作出が課題になっている。そこで、和牛にお

ける効率的な受精卵の作出方法の開発と、その作出方法の難しい牛に対する応用を検討する。 

 

［内容］ 

１ 繁殖和牛の採卵成績を向上させる新たな採卵プログラムを、以下の（１）、（２）から図に示したも

のとする。 

（１）多排卵処理（SOV）開始前に、発情に伴う排卵が確認された直後のタイミングで子宮内にヨ

ード剤を注入すると、回収正常卵数が増す（表１）。 

（２）腟内留置型プロジェステロン製剤（CIDR）と併用して卵胞波調節にエストラジオール安息香

酸エステル（EB 製剤）を使用する場合、SOV 開始の 2.5 日前が良い（表２）。 

２ 採卵困難牛に対し、図のプログラム中の EB 製剤を性腺刺激ホルモン放出ホルモン（GnRH）に

置き換えて処置することで、正常卵を回収できる可能性が増す（表３）。 

 

［導入効果］ 

採卵成績の向上による高能力な肥育素牛の生産拡大 

 

［導入対象］ 

臨床獣医師 

 

［留意点］ 

１ ここでは採卵困難牛を、過去３回の採卵のうち正常卵採取数が１個以下の回数が２回以上ある

供卵牛と定義する。 

２ 採卵困難牛に対し性腺刺激ホルモン放出ホルモンを前処置に用いる場合、投与する量や時

期について今後の検討が必要である。 

３ 採卵を繰り返すことで採卵成績が低下した牛は、早めに受胎させ、分娩後に採卵を実施するこ

とが望まれる。 



A B C

3 5.7±0.6 3.7±2.5 2.3±1.2
ab 1.3±1.5

（64.7％） （63.6％） （36.4％）

3 9.0±4.4 8.3±4.2 6.0±3.0
a 2.3±1.5

（92.6％） （72.0％） （28.0％）

3 8.0±1.0 2.0±1.7 0.7±0.6
b 1.0±1.0 0.3±0.6

（25.0％） （33.3％） （50.0％） （16.7％）
注１　a,b：p<0.05
注２　正常卵率=（正常卵数/回収卵数）×100
注３　ランク率=（ランク個数/正常卵数）×100

平均±標準偏差

正常卵ランク内訳

（ランク率）注３

2.5日前処置区

4日前処置区

対照区
(注　7.0日採卵)

試験区 延べ頭数 回収卵数
正常卵数

（正常卵率）注２

全体
A B C

EB 0.25ml区 7 1.0±2.6 0 0 0 0

GnRH 0.25ml区 4 2.3±2.2 1 1 1 0

GnRH 0.50ml区 7 1.7±3.0 2 1 2 0

平均±標準偏差

試験区 延べ頭数 回収卵数
正常卵を回収できた延べ頭数

ランク別内訳

排卵後処置 SOV開始前ホルモン処置
子宮内注入なし 2.5日前EB・CIDR処置　

抗生物質子宮内注入 ４日前EB・CIDR処置　
ヨード製剤子宮内注入 2.5日前EB・CIDR処置　
ヨード製剤子宮内注入 ４日前EB・CIDR処置　 

△
〇
〇

注 　〇：正常卵数５個以上
　　　△：正常卵数１～４個
　　  ×：正常卵数０個

試験区
採卵成績注

×

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

図 推奨される採卵プログラム 

表１ 正常卵の採取が難しくなった１頭から正常卵を採取できた事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ CIDR 挿入と EB 製剤投与から多排卵処理開始までの期間における採卵成績の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 研究期間を通じた採卵困難牛の採卵成績 

 

 

 

 

  

 

 

［その他］ 

研究課題名：違いの分かる「にいがた和牛」生産技術の開発 

予 算 区 分：県単政策（複合営農支援技術開発） 

研 究 期 間：平成 25～28 年度 
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